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インキュベーター
実験装置
一定速度に比べ接触熱抵抗低下
接触熱抵抗
製氷量増加により氷厚さ増加
氷厚さ
接触熱抵抗低下により製氷量増加
実験条件
平均製氷量
ブライン温度[℃] -10.0
インキュベータ設定温度[℃] 1.0
平均ベルト速度
Va[mm/min]
6.28 12.57 18.85
順方向，逆方向ベルト速度
Vf=Vr[mm/min]
2Va，4Va 2Va，4Va 2Va
周期T[s] 60
冷却板（銅製）
水槽内径
：W100×H100×t20[mm]
：W120×H200×t30[mm]
実験装置寸法
ベルト幅：150[mm]        ベルト厚さ：0.1[mm]
ローラー直径：50[mm] ローラー間隔：245[mm]
オゾン氷の普及オゾン氷
オゾンの殺菌効果により
生鮮食品の鮮度保持
オゾンガス
オゾンマイクロバブル
マイクロバブル 粒子径数十μm程度の気泡
高密度に分布（凝集性）
殺菌・脱臭効果
残留性がない
冷却
注入
オゾンマイクロ
バブル含有氷
特徴
耐圧構造不要⇒ 『 システムの安価・小型化実現 』
従来の装置（密閉加圧式）に比べて水
MBによる「溶存＋気泡」の高気泡含有率の氷生成
⇒ 『高濃度オゾンMB含有氷が生成可能』
氷によるオゾンマイクロバブルの保持
⇒ 『生鮮食品の鮮度保持・殺菌・消臭 』
オゾン氷を安価 ・容易
に連続生成
研究背景
従来の研究より氷厚さ6～8[mm]まで
マイクロバブルを効率よく氷中に捕捉
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金属ベルトを用いた連続製氷システム
・氷と冷却板を離す際，熱や外力を必要としない
⇒エネルギーロスの減少
・氷の生成と回収を同時に行うことができる
⇒氷回収の効率化
・一定の厚さの板状氷を連続生成
⇒オゾンMB含有氷を効率的に連続生成が可能
厚さ約6～8[mm]の氷の
効率的な連続製氷システムの検討
オゾンＭＢ含有氷を効率的に連続生成が可能ベルト速度・運転条件により氷厚さを制御
実用化へ
